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まちづくり三法と
とされるむこ川 Bー
中心箭地活性化
うち!こ]=1心事告J地j吉性fヒ
る した自治体は、 には600を超えるむ
だけでなく
れている G
バブル崩壊後の90年代に日
が、その出広が中小の高Jd
った大応法は鹿止され、
られており、都市の魅力が改めて関わ
「外を 出される
しかねない大型屈の、!苫舘T面積や営莱n守閣の
るG これは、地域社会の形成と
いった観点から、生活環境への影響において調整をはかろうとするものであったむし
かし、中心市街地の空洞化に歯止めをかけることはできず、政}奇は2002年
を施行するが、さらに2006年には古街地再生に向けて「まちづくり一
の見直しを行うに至ったむこの見しでは、大型屈の進出地域について周辺自治体の
を開き、反対が多ければ都道府県が立地を認めない広域調整の仕組みなど、規加
強化が盛り込まれているつ
なお苦戦を強いられており、「シャッタ一通りjがしばし
として取り上げられるがその一方で、首都圏を始めとして 3
この問題については取り も例外で
はなく、中心部では ンションの信i格が分譲時の舗格を上回るミニバブルのよう
じており、マンション まっている 2)0 都市の された
1 ) 1Hl話?マンション建設と地域計弼J岩崎信孝・矢i禁法子Ifi.il多f地域社会の政策とガパナ
ンスj地域社会学講践第3巻、東信長、 2006年。
2 i 京都新i謂 2006年9月19EI c 
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!こi二i小商庖・
をとおし
Nl教大学総合冊究所紀姿関flI} 京訪れn-における中心T右衛地の再生
と都心への人口回帰、この一見矛盾するよう
るc 京都の都心部の歴史的、
を振り返ることからはじめよう。
2 した「き とそ
に「遷都1200年Jを迎えたが、その祝祭年に合わせるようにし
テルが、激しい景観論争を巻き起こしたことはいま
尽
になったが、京都の都市の成り立ちに照らして
高さだけが問題というわけではなかったむとりわけ国際指名コンペの行われた京都駅
ピルの建替えは、京都の表玄関としてどのようなデザインの建物がふさわしいのか、
といった争点があった。「京都らしい駅ピルjとは、どのような建物であるべきか、
再開発のなかで失われではならない「京都Jが関われたのである山口
古代王城都市として計画された京都には、 fまちづくり」などといった「流行り
がそもそもふさわしくない都市の成り立ちがある、と るかもしれないc
市で;立市の商業政策を取りまとめた「お
において、京都がめ
都
しを支える
かかる。主島市場や四条界隈な
官ITif産を担う C
ビジョン2004
史文化都市・
ら
においてその歴史はまちづくりに重くのし
祇園祭など歴史と切り
東山区を都心地区と る会この歴史的
もの」の中心をな を
にまたがる室時Iに なかでその姿を大き
く変えようとしている c 中でも中京の変貌が著しいむかつて「糸の道に はぐれが
を支ないJと言われたように、京都は、織物や染物な
えてきた。 おいて、 11立を占めてきた
のは繊維部門であったむしかし、 1989年バブル経済のなかで出荷額におい
部門に第 1位の窪を明け渡し引、域維はその後じりじりと後退の道を歩んでいく G 部
3 )午、?集 京都の景観[1号題n 都が揺れている築ジャーナル No.796、企業組合
建築ジャーナル社、 1991年 7月。
4 ) 京者l仔1]'ホームページより。
5 )京都市議維産業ビジョン(京都市経済局、 1991年九 24ページc
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し るむ
として知られる G 酉障が先染の紋織物の
を扱う「問屋のとして発達してき
ており、 に図まれた辺
りである。 にまた治すっている o El 
られる祇園祭は、この室町のおi町内に連結と受け継がれてきた ilJ衆の祭りJである。
は、東西三本の幹線道路(北側から、経jJ池通、
(西側から、堀1通、烏丸通、河原町通)に面した区域を「自の字地区jと
呼び、 2006年春には建物の高さ制限を厳しく押さえる方針を打ち出し、それらの幹線
まれたいわゆる「あんこjの部分を
室fUJの再生を図ろうとしているG
は帯地の産地であり、室町は染め呉服、 るつ に fきものJ
といっても着尺だけを指すわけではないむきものには帯を;まじめとしてその地に小物
が必要で、、和装呉服には小物の製造が欠かせない。しかし、「きもの産業Jは着尺と
であり、白生地を染めあげて能られる訪問若や留檎などの着尺と、染めた糸
り成す帝であるむ丹後で、織った自生地・ちりめんに、友禅の技法を用いて
を染付けたきものに、 i耳障で、織っ
地問屋の荷である 6)む西障はかつ
で帯地が主力製品になり、現在に至っているc
の京友禅は酉陣織と並んで、
り、「京もの」を代表する であるむきもの
るむ 京呉服の総合産
なか
の一つであ
といっ
ったが、今では見込み生産に変わってきており、そのため規模の大
きな問屋の果たす役割がいっそう大きくなっていて、室町の流通構造の変化とともに
開をもっ蕗家のilIT並みの変化をイ足す基底的な要因になっている
きや型染めなど染めの作業工程は、室町とその周辺部に発達し
によって担われてきたc 西陣織が職人のカ織機の世界から、人間国宝による
手殺の の世界にまで広がりがあるように、 の
職人の世界から、 き作家の人間国宝の世界まで、広がっていて、
6 ) 室!fJJについては部教大学総合研究所編 f成熟都市の1vf究一京都のくらしと関口法律文化
社、 2008年、関1(1については、十1稿「オモテ・ロージの1fT内構造の崩壊からまちづくりへ
京都高i耳障の事例 J岩崎信j芸能編 fll!J内会の研究j御茶の水書房、 1989年、および11H
干~S 1I町内会自治の構造j悌教大学西陣地域1df究会・谷口浩司編i変容する西部の暮らしと
[lfJ 1法律文化社、 1993年を参n言。
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るG 和装呉眼としてのきものの生産に関わるあらゆる
て広がってお号、その過程で、問屋がf中立ちをしてきたむ
を取り巻くようにし
にまでさかのぼる泊三
立したの うものにとって、こ
えているということは、 しているということ
を
な
く、祇園祭のように長い歴史の中で培われたIlJ衆文化の担い手としての責任をもたさ
れることにもなる c 祇国祭のUJ鉾に飾られる腕掛にしても、重要文化財Aになるような
ものが多く、経法力を含めて室町の町内の力が、近代以前にどれはど大きいもの
ったか‘ きょうっ
京都の他に東京、ぞi 大阪があるが、 は、産地
と
といったようにはそぼつ
能を持つ 3種類の専門問屋があり、分野ごとに整然とした接み分けが行われてきており、
の手lJを持つの
町長fJの手をとおして、
わり
自生:rfuの供給を
加工用に白
るむ
室町は、
つC
ばかりでなく、
る71む
しているむ
に地
も
i謁
あるな
に却す
は、
あるところ、白生地を産地から取り
なる専門 的に分布し、
るとされているむこの階屠的卸講造が、
となっているむそのために、友禅製品の不振辻、染
し、室町の和装産業を
ているとも いるむ 2006年室、
マイナス要因になっ
けうちjの自己破産申
7) ロ;r(都市繊維産業ビジョン(京都市経済)号、 1991年)28ページc
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は、 を引き起こし、そ
るむ
3 マンションを取り巻く
きかった引。このような室i可のきも
にマンションを誘い込む要因として作
古1正雄は「今日ほど、街づくりに人々の関心が集まった時抗もないだろう jとし
て、昨日心回帰jと in百家再生」がこれからのまちづくりのキーワードだという
に関する箭づくり三j去の整錦、都市再生特区講想、これらをふまえてNPOや
TMOと言われる街づくり会社が数多く設立された。またそれにともなって、{云統的!flJ
と街づくり、
と福祉の連携など、街づくりのテーマも多岐にわたってきているむ近年の京都に
おける都市現象は、都心回帰と!IlJ家再生がキーワードである。かつて激しく議論され
た開発か保存かといった理念的な対立は影を潜め、いまや f再生jと言う考え方が現
を動かすようになってきた引Jという。
確かに関心は都甫の再生に向かっているし、伝統産業の後退に代わって林立するマ
ンションが説家の伝統的町並みの変貌に拍車をかけており、同時に消え行く
しむ声が!I1J家の見直し再利用をn乎び起こしている。しかし都心回婦はマンショ
によって促されており、都心、回帰とマンションは切り し'0 とともにマ
ンションもまた、キーワードに付け加える必要が生じているむところでマンションは、
地域の反対を押し切って建設されるケースが多い。このような建て方が近隣地域と良
を形成することは難しいむその意味では、マンションは京都において嫌われ
てきた建造物の代表格であろう。しかし、少子高齢化とともに都市の持つ暮らしやす
さ利便性が見直され、都心回帰志向をマンションが担う現実をみれば、マンションを、
されるi可家再生とともに都市再生に積極占的に位置づけることが必要になってこよ
う。以下で取り上げるように、何よりも伝統的地域でマンションを受容しようとする
努力が着実に形成されているむ
ここで耳文り上げるマンション
取与上げられたものであるが、
おしてみると、価値の共有と
は、すでにこれまでにそれぞれの文紙において
これらの事例を改めて都市再生の文脈に置きな
ンションのあり方が見えてくるむ
8 )京都新 206"'[:9 PJ30日、 10月l臼。
9 ) 古!訂正雄 f京都駅どル以降の指づくりー蕗業振興の読点からJ京都新開 2003年 6月1日O
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1 )マンショ
? ? ?
，?
??
?? おU1J内である合この格式の高さは!HJ並みを守るfsJ内の意思を強
める作用に結びつくむこの地の家屋を相続することは、なかなか容易なことではないc
留の側からすれば、「相続税対策Jが当然に考えられるし、マンションの建設もこの
ような丈服において、 Aつの選択肢として出てこよう。六角lD'においても「マンショ
ン 上がった10)む
マンションを討画したのは、江戸期からこの六角flJTに居を講えた呉服蕗であったが
されており、表の自の間が昭和初期洋風に改造されて、)吉舗とし
している出家であったむ家族内 なくて、 ら跡継ぎを迎える
ことになっていた。将来の相続に慌えて、相続人が18戸のワンルーム・マンションを
ることにしたということであった。lIlJ内での話し合いの場では 1I町内が27戸でし
かないところにもってきて、いきなり 18戸の、しかもファミリータイプではないワン
ルームのマンションが建てば、町内の運営に支障をきたしかねない!と問題になったむ
などが京都市の条
られることであるJけれども、例にふれなけ
てき
とし
にてらして、突如として27戸の中に18戸という新しい住
民が加わってきた場合に、町内でのいろいろの決め事に支障をきたしかねないむこの
まいし、お父さんは、現在の町内役員に祭りの作法をき
ちんと教えた入で、はなかったかJというような話し合いになったむ六角田Iの習慣など
熟知している家柄でもあち、役員もまた自分たちの代には決して同様なことはしない
と申し合わせることによって、マンションは建たないことになった。 町並みの景観が
もなくはなかったが、祭りに支i埠をきたすといった筋の立て方
ったとされたのであるむ
ンション戦略
六角!llTのi捧に位置する鯉山町は、六角!lIJに比してi町並みの変化が激しいc この町内
でとられたマンションへの対応は六角1可とは異なって、受容の道を選択する11)0 鰹LlI
に屈して、かつては呉服蕗の町家の建ち並ぶ新IHT通の六角i可と向じような
町内であったが、その変化は六角1百に比べて大きいむお隣の町内の大きな変化を横日
10) 成熟者ISTI1の研究一京都のくらしとIIJ (前掲告:九
11) 主1¥稿?マンション建設と地域計画J(前掲論文)。
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ながら、「うちは守っていこうJとする えって六角ITでは働いたかもし
れないっ
鯉山町のこうした対応、には、このlUT内において中心的な泣置を出めてき
り、経営者は室ITの業界でも古くからリーダー的 ていた凸
135戸のマンション
遊がクロスオーバーする京の
立地のよさ、地域ブランドを
を
8分の祇樹祭・ LU鉾ruTJと
山鉾10'であることに加えて、
財団法人鯉1保存会・友の会への入会資格のあること、それによっ
員として祇園祭に参加が可能jとうたったっ町内の鯉LU保存会は、
くからの住民に加えて、祭りに参加しようとこのマンションを購入して市内から
した 3入(会社員、税理士、公務員)に、 イド後には神事など一切を寂り仕切る
役を{壬せたo 巡行に際して着用する持などの装束は事rしい住民のために、マンシ
ョンを建設した事:業主によって寄贈されたむ
マンション 鰹LUI可の世帝数は30軒、そのうち岩住は 6 で{告は
していくには将来不安があったむマンショ
の約 4割が「鯉LU友の会jの会員になった。元々このIT内の住民で「鰹UJ保存会j
でもあった自営業者を含めて、 4入のマンション住民が「鯉UJ保存会jの会員にな
ったっ祭りへの参加だけではないc マンションが建ったことで町内の佐帝が増え、
入会、子供会が協力して地蔵盆が復活、秋にlま観光パスでレクレーション、年末には
しみ会も行われるようになったむさらに窪i芸クラブや茶道クラブ、ホームページ
クラブなどがつぎつぎに発足したc
ITに起こったマンション ってそれほ くない
こる可能性が残されている。ここにおいての議論では、U!J内に暮らし
てきたi詩人の関係のあり方そのものを問うているむ誇り?与さ祭りを担うな
た、小さな町内、六角rnJらしい「解決方法Jと言えるかもしれないむしかしその足元
では、伝統を重んじるあまり軒内を逆に住みにくくしているようにも見えるむマンシ
ョンを受容し、新住民に祇圏祭をいっしょになって担わせようとしたお隣の鯉山町、
ともに室町の山鉾町の選択ではあるむ
ところで山鉾1可のマンションは、 1980年代の半ばにはすでに問題になっていたむし
かも「保守的ながら進取の気性を持ち合わせるjと言われる京都において、いかにも
京都らしい先駆的な取り組みがあったむそしてお年の歳月を重ねたむそこには多くの
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き されているG
3 )マンション受容のmT内戦略
mT、
UJIITは祇毘祭の太子LUを
を四条通から二筋下がつ
れになるむこのIUT内に
1986年 6月のことである G
たG マンション
filTが室町のいわ球中心に位置するのに対して、
山鉾i可であるが、西許可段よりさらに一筋商髄の、池小路
した[lJT内で、 1鉾軒では酉南の一番外
のマンションが建ったのは、今からちょうど20年前の
しかない太子UJalTに、 53戸の分譲マンションが
された土地は、味噌 l~号犀と絞り染め屋の部地で、伝統的な
関わるものであった山む
を町内の住民が知るところとなった当初は、マンションの日照被害にi主接さら
される 3戸を1=こi心とした活動ではじまったが、やがて町内の問題として寂り上げられ、
会ができた。すでに付近のIHT内でも関じような事態がおこっており、なかに
にからんで憶測が憶測を呼び、マンションをi町内に包み込むどころか、
にII!T内に亀裂を生じさせているところもあったむ太子出町では業者との交渉過程にお
いて、 ならないよう心がけられたという。
は、竣工した建物と同じ規模の建物を 6階建てにした
くなるが前頭の油小路通に面し った 6 といってもので、高さ
もこれで り、 しかもオーブンスペースカ可在f呆されないため、 らセ
ツトバックしてオープンスペースを取り、その分高さを6階から11帯に上げる
で町内は合意したむ近隣には返ってその方が、日照も改善されるということで都合が
よかったむそうしたやり取りを経て建設業者との間で1985年 5月、協定書を締結する
に至ったむ
から
り強い力カ宝あったこと うまでもないが、
も大きかったO 入居に際
して町内は、マンション玄関前のオーブンスペースで数連会を開いて、マンション
誌を町内に迎え入れたむこの款迎会はその後に町内金氏とマンション住民が良好な関
係を切り結ぶ下準舗となったようである。太子山町のマンショ
は、町内の新たな入づくりに転換していくことになる a
を認めるかわりに、
る問題の解決にあたるJ を行うJ
~g~l J一八五し
にともなって生
は、町内会、太
12) 拙稿円支部らしさの社会システムーマンションに継承される地域の{云統文化と都市の再
浅野県一地編悶ISr!Jの成り立ち 2007年、に掲載される予定。
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し、 I!U'内とのきちんとしたつきあいをするよう売買契約時に約束さ
せるJことなど26項目にも及ぶ内容が盛り込まれた。この分譲マンションの計画と
なるようにして、 もう一つマンション
ンションであったが、同じよう
ついても 1月、 おし瓦
上がっていた。それはお戸の投
との話し合いがもたれ、これに
されたむ
太子山町でのマンショ をめぐる
をもたらしたむ
りであるむ
のである。
は、町内会や祇園祭の太子!lJ
人たちの仕F切るU-内から、マンシ
ヨ/ り
れて、
IlJ内では、マンション !I1J内 はるか
る世帯を、町内会、保存会の会員に認めた場合、多数決でうまくいかないこと
が生じるのではないかといった危俣も無くはなかったが、無用の心配に終わったむ住
コミュニケーションがうまくいくようになったのは、マンション住民と町内
と を した、 ら派遣さ したマンシ
ョンの管理長によるところが大きいと町内では言われている。マンションの住民から
も厚く、 i町村とマンションを結ぶうえで多大の貢f~立があったという o 1995年に
マンションから最初の町内会長が誕生したが、 2007年には二度目の会長役に就くこと
が決まっている13)む
ヰ 震史都市再生に切り結ぶマンション
都心回帰は中心市街地の賑わいを取り戻す必須条件であろうむと
にマンションを避けて都心再生を語ることはできない。地域の成り
において「京都Jに記悲したマンションが都心に如何に
は、 2007年震から
ートルを31メートルに、その内部の
ルを15メートルにそれぞれ引き下げる。この地区の引き
るぎりぎりの高さJとした。しかしこれに
ととも
らしの作法
規制を考える されたこと じられている凶c そ
こではマンション ら ちのマンション
13) 太子LJIJについては、町内在住で元町内会長)1仁i良正氏の協力を得たC
14) 京都新 2006年 8月10日c
した高さな
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のに将来建て替えが不可能になるの辻理解できないjとする意見があり、 f田の
域の住民の声を問かない高さ規制には断固反対jとする宣言文が採択された。マンシ
ョンはすでに京都の都心部において一概に拒絶される建物ではなくなっているが、部
もともと甘くできているとの批判がされてきたこともまぎれ
もない事実であるむそのような時代の変化を受けて、マンションが控史的なまちと
される工夫がいっそう強く求められるむ
都心のもつ魅力が見直されるなかで、都心回帰
とともに都市再生の鍵を握っている c 高さ制限だけではなく、 含むHlT家
を断ち切るようなマンションになってはならないだろうむむしろマンションには
町家と連続するような建て方が求められるのではないかむそのためには、 府つには高
さ規制があるが、もう一つは蕗業の町並みの分l訴を避ける努力である G それは賑わい
させる前提条件であり、道路に面した一階部分の
入であるむこれについてマンション1nuからすると「下駄履きマンションjとしてこれ
まで一般的にはマンション住民に評判がよくなかった。しかしこの街毘
区であり、住居を専用とした地域ではないc むしろマンションを建てるに際しでもこ
を適用することが必要ではないか。もちろん講造上配意しなければならない
ことがいろいろとあろうむしかし、マンションという大型の建築構造物である点を
えると、マンションそのものの設計において地域への配患が不可欠で、あろう 3 こうし
た問題についての配慮を決定的に欠いてきたのが、従来の日本の都市計酉であり、そ
し付けてきたのであるむ
らの力では決して成功しない。手間隙かかるが、地域に下りて下か
らの声に耳を傾け、者の摺性としての{出を共有することからまちづくりは始まる。
マンションがその内側に育てる自治的管理の力も、京都においては若実に深まってい
るむしかし、マンションの自治は、決して自己の内側で完結するものではないc 町家
とともに地域に生かされるマンションの自治であるむ京都市が fおいでやす京の
した「華やぎに満ちた光り輝く i正界の京都jもまたここに始まるむ
まちづくりにおいて、 とマンションの共存のあり
されているお」しかし、
??
??
る価値と現実の都市制度の関には賠たりがなお大きい。この隔たりを京都の都心lまど
う埋めていくのかっここで取り上げた近隣社会とマンションが切り結ばれる
は、目指すべき一つの都心再生政策を裏打ちする日常世界であるむ
15) 青山吉隆編著設住共存の都心再生j学芸出版社、 2002年。
